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「野田市の財政状況はどうなっているの？」「決算書を見てもよくわからない」 

こうした皆さんの疑問にお答えしようと、『わかりやすく解説 野田市の財政』を作成しました。 

本冊子では、令和元年度決算をもとに、皆さんに納めていた

だいた税金や国・県からの補助金などがどのように使われたの

か、わかりやすく解説していきます。 

市の予算書・決算書などは、法律などで定められた用語を使

う必要があるため、一般的に聞き慣れない用語を多く使用して

いますが、本冊子では、できるだけ身近な表現で、簡潔に説明

しています。本冊子をご覧になって、更に詳しい内容を知りた

い方は予算書・決算書などをご覧いただきたいと思います。  

本冊子が、少しでも市の財政（お金のやりくり）状況につい

て理解を深める一助となれば幸いです。 
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Ｑ．「財政」ってなに？ 

Ａ．財政とは、わかりやすくいうと「お金のやりくり」のことです。 

地方公共団体は、小・中学校、幼稚園、保育園の運営やごみの収集・処理、子育て世帯や高齢

者、障がい者の支援、道路や公園、上下水道などの整備や維持、消防など、様々なサービスを行

っています。 

皆さんに納めていただいた税金などを活用して、必要性や優先度を考え、何にどのくらい使っ

ていくか、というやりくりをしています。 

市では、このやりくりを、原則、会計年度（４月から翌年３月までの１年間）ごとに行いま

す。 

Ｑ．「予算」ってなに？ 

Ａ．予算とは、１年間に市へ入ってくる皆さんからの税金や、国・県からの補助金などの収入を見

積もって、その範囲内で、何のためにどのくらいのお金を使うかのやりくりを「計画」したもの

です。市の仕事は、この予算に従って行われます。 

会計年度における収入を「歳入」、支出を「歳出」といいます。 

 

 

 

 

 

Ｑ．予算はどうやって決めるの？ 

Ａ．市長が「当初予算」の案を作成し、前年度の３月市議会に提出します。

市議会で予算の内容を審査していただき、議決を受けて予算が成立しま

す。 

年度途中に、災害や不測の事態などが生じて、更にお金が必要となる場

合や、事業が廃止となることがあります。この場合は、年度途中に「補正

予算」の案を作成して市議会に提出し、議決を受けています。 

Ｑ．「決算」ってなに？ 

Ａ．会計年度が終了した後に、実際に入ってきたお金と、使ったお金の結果を 

取りまとめたのが「決算」です。 

市の会計管理者が作成した決算書は、監査委員による審査を経て、市長が 

翌年度の９月市議会へ提出し、市議会の認定を受けます。 
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  歳入 歳出 収支差 

一般会計 511億 2,025万円 499億 994万円 12億 1,032万円 

     

特
別
会
計 

国民健康保険特別会計 177億 4,604万円 175億 6,943万円 1億 7,661万円 

下水道事業特別会計 37億 4,107万円 37億 1,178万円 2,929万円 

用地取得特別会計 1億 9,276万円 639万円 1億 8,637万円 

介護保険特別会計 121億 8,806万円 118億 7,176万円 3億 1,630万円 

次木親野井特定 

土地区画整理事業特別会計 
1億 671万円 1億 671万円  

後期高齢者医療特別会計 18億 8,831万円 17億 9,738万円 9,093万円 

合  計 358億 6,296万円 350億 6,345万円 7億 9,951万円 

     
公営企業会計 

(水道事業会計) 
収益的収支（税抜） 32億 1,016万円 27億 4,610万円 4億 6,406万円 

※水道事業会計は、この他に、配水管路、浄・配水設備等の更新を行う資本的収支があり、支出額（税込）は 15 億

1,948万円で、資本的収入 1,470万円と減価償却費等で確保された資金を財源として実施する制度です。 

※表示単位未満四捨五入により作成しているため、計算値が一致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度は、どのくらいの収入と支出があったのか、決算の内容を見ていき 

ましょう。各会計の歳入・歳出決算の総額は、下表のとおりです。 

一般会計は、12億1,032万円の黒字となりました。 

一般会計 

市の基礎的な行政サービ

スを行うための会計で

す。市の予算といえば、

一般会計を指します 

 

特別会計 

・国民健康保険特別会計 
・下水道事業特別会計 
・用地取得特別会計 
・介護保険特別会計 
・次木親野井特定土地区画整理 
事業特別会計 

・後期高齢者医療特別会計 

民間企業と同じように、事
業で収益をあげて運営する
会計で、野田市には、水道
事業会計があります 

公営企業会計 

会計の考え方 

市では、福祉・教育・道路整備・ごみ処理など、数多くの事業を行っています。 

お金の出し入れをわかりやすくするため、特定の収入（国民健康保険料、下水 

道使用料など）があるものは、お財布（会計）を分けて管理しています。 

 

野田市には、 

6つの特別会計が

あるんだね 
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499

410

430

450
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510

530

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

億円

年度

一般会計の歳入と歳出

歳入総額

歳出総額 

 

一般会計の歳入総額と歳出総額の推移を見てみましょう。 

平成23年度は、東日本大震災への対応や国の経済対策の補助金を活用して多

くの事業を実施したことにより、大きく増加し、平成26年度からは、消費税率

の引上げに伴う社会保障の充実や小中学校及び幼稚園のエアコン整備などによ

り、増加傾向が続いていました。平成30年度は、学校等のエアコン整備完了に

伴い、減少しましたが、令和元年度は幼児教育・保育の無償化や消費税引上げな

どの影響により、再び増加しました。 

 

黒字は、将来に備えて、最低でも半分は貯金（財政調整基金に積立て）に回します。 

残りは、更に貯金をしたり、補正予算の財源として使われたりします。 

令和元年度の黒字は、令和２年9月議会で、半分の5.1億円を貯金し、残りは新たな事業など

（補正予算）の財源としました。 

 

一般会計の歳入総額から歳出総額を差し引いた約12.1億円から、令和２年度に 

繰り越した事業の財源1.8億円を除いた、10.3億円が、実質的な黒字額です。 

では、この黒字は、どのように使われるのかを調べてみましょう。 



 
 

5   

 

 

■市税（一般財源） 

市に納めていただいた税金 

■使用料及び手数料（特定財源） 

公民館の使用料や住民票の交付手数料

など 

■その他 

市有地を売却して得たお金、寄附金、

貯金を取り崩したお金、前年度から繰

り越したお金、保育園の保育料や施設

の入所費用など特定の利益を受ける方

が負担したお金など 

■国・県支出金（特定財源） 

国や県から交付された補助金 

■市債（特定財源） 

国や銀行などから借りたお金 

■地方交付税（一般財源） 

地方公共団体間の行政サービスの差 

をなくすために国から配分されたお金 

■地方消費税交付金など（一般財源） 

地方消費税など、皆さんが納めた国・ 

県の税金の一部が、県から交付された 

お金 

一般会計の歳入決算額は、511億2,025万円でした。 

その内訳で、一番大きいものは皆さんに納めていただいた税金である「市税」 

です。 

また、公共施設の利用料や国・県から交付されるお金などがあります。 

不足部分は、借金（市債）をしながら、やりくりしています。 

 市の歳入は、市税や地方交付税など使い道が自由な「一般財源」と、道路などの建設事業に

使うために国から交付される補助金や建物を建て替えるために国や銀行から借りる借金（市

債）など、使い道が決められている「特定財源」に分けられます。 

 市民の皆さんの様々なニーズにお応えするためには、使い道を自由に決めることができる

「一般財源」の確保が重要です。 

 

市税

45.0%

使用料及

び手数料

2.2%

その他

9.0%

国・県支出金

21.1%

地方交付税

7.6%

市債

7.4%

地方消費税

交付金等

7.7%

歳入 511億2,025万円

自主財源 

56.2％ 

依存財源 

43.8％ 
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市税は、市の歳入全体の約5割を占めています。 

また、その内訳は、「固定資産税」と「市民税」で約9割を占めています。 

 

■固定資産税 

市内に土地・家屋などを持っている人 

や会社が納める税金 

■市民税 

皆さんが納める「個人市民税」と、市内に 

事業所などがある法人が納める「法人市民税」 

■たばこ税 

たばこの製造業者などが市内の小売販売者 

に売り渡したたばこに係る税金 

■都市計画税 

市の市街化区域内に、土地・家屋を持って 

いる人や会社が納める税金 

■軽自動車税 

原動機付自転車・軽自動車などを持ってい 

る人や会社が納める税金 

 

 

 

収入におけるポイント 

自主財源と依存財源 

収入を見る上で重要なポイントは、自主財源と依存財源の割合です。 

自主財源とは、地方公共団体が自主的に収入できるお金のことをいい、市税や使用料などが該

当します。依存財源とは、国や県から交付される補助金や地方交付税、市債などが該当します。 

依存財源が多くなるということは、外部からのお金に頼るということですので、結果として市

の自由度が減ります。自主財源を確保すれば、財政が安定し、市独自の事業をより多く行うこと

ができます。 

 

 

固定資産税

45.8%

市民税

43.4%

たばこ税

4.7%

都市計画税

4.6%

軽自動車税

1.5%

市税 230億1,346万円
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何のために使われたか（目的別） 

■民生費 

高齢者、障がい者、児童などの福祉の費用 

■教育費 

小・中学校、幼稚園、生涯学習などの費用 

■土木費 

道路や公園などの建設や改修にかかる費用 

■公債費 

国や銀行などから借りたお金の返済費用 

■総務費 

戸籍や住民票の発行、情報化推進などの費用 

■衛生費 

ごみ処理、がん検診、予防接種などの費用 

■消防費 

消防・救急活動などの費用 

■その他 

農業や商工業の振興などのための費用 

 
 
どのような用途に使われたか（性質別） 
■人件費 

市職員の給与などの費用 

■扶助費 

生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営費 

補助などにかかる費用 

■公債費 

国や銀行などから借りたお金の返済費用 

■普通建設事業費等 

道路や公園、学校などの公共施設の建設や改修など 

にかかる費用 

■物件費 

委託料や光熱費、消耗品の購入費など 

■繰出金 

特別会計の歳入を補うための費用 

■その他 

各種団体に対する補助金や、設備の修理費用など 

一般会計の歳出決算額は、499億994万円でした。 

その内訳は、目的別にみると民生費（高齢者、障がい者、児童などの福祉の費用） 

の割合が多く、性質別では扶助費（生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営 

費補助などにかかる費用）の割合が大きくなっています。 

民生費
41.7%

教育費
11.4%

土木費
10.3%

公債費
9.8%

総務費
9.6%

衛生費
7.5%

消防費
3.9%

その他
5.8%

歳出決算額 499億994万円

人件費

17.2%

扶助費

26.5%

公債費

9.8%

普通建設

事業費等

9.1%

物件費

20.0%

繰出金

11.2%

その他

6.2%

義務的 

経費 

53.5％ 

その他 

37.4％ 
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義務的

経費

53.5%

投資的

経費

9.1%

その他の

経費

37.4%収 入 支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合  計      331,240円       合  計      323,398円 

 

 

 

 

 

 

 

自主

財源

56.2%

依存財源

43.8%

一般会計の歳入・歳出の額は、数字が大きすぎて、なかなかイメージしにくいので、 

市民一人当たりで計算し、家計簿に置き換えて考えてみましょう。 

（市の人口：15万4,330人：令和2年3月31日現在の住民基本台帳人口） 

収 入 支 出 

・給与 （市税） 149,119円 

・パート収入 19,299円 

（使用料・財産収入など） 

・親からの援助 120,612円 

（国・県支出金・地方交付税など） 

・ローン借入れ（市債） 24,422円 

・貯金の取崩し（繰入金） 8,112円 

・その他（繰越金など） 9,676円 

 

・食費 （人件費） 55,659円 

・医療費、教育費（扶助費） 85,841円 

・光熱水費、通信費（物件費） 64,766円 

・住宅ローン返済（公債費） 31,640円 

・家のリフォーム費用 29,514円 

（普通建設事業費等）  

・子どもへの仕送り 36,116円 

（繰出金など）  

・雑費（修繕費など） 11,626円 

・貯金（積立金） 8,236円 

 

給与やパート収入など(自主財源)だけでは

やりくりできず、親からの援助や借入れな

ど（依存財源）に頼っている状態です。 

 

食費や教育費、住宅ローンなど、必ず支払

わなければならない経費（義務的経費）

が、大きな割合を占めています。 
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Ｑ．なぜ借金をしているの？ 

Ａ．収入と支出の年度間調整を行うためです 

ご家庭で、家や車を買うときは、ローン（借金）を組むことがあります。市でも、学校の耐震

改修やエアコン整備などの大規模な事業には、借金をしています。この借金を市債といいます。 

もし、借金をしないで単年度の収入だけで支払おうとすると、ほかの事業に大きな影響が出て

しまいます。 

Ａ．世代間の負担の公平性を確保するためです 
道路や公園、学校などは、長期間にわたり使用していくものです。 

子どもや、これから転居してくる方など、施設を使用する将来の納税者にも、費用を負担して

もらう必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．借金はどれぐらいあるの？ 

Ａ．令和元年度末で約450億円です。 

市民一人あたりの残高 は、291,480円に

なります。 

Ｑ．ちゃんと返せるの？ 

Ａ．市債は、右の円グラフのように、大きく分けると３つの

種類があります。このうち、合併特例債は7割、臨時財政

対策債は全額、国が返済を支援してくれます。 

市は、こうした支援のある市債を有効活用しながらも、

借り過ぎて返済に困ることがないよう注意しています。 

合併特例債・・・合併後の新市をつくるための市債 

臨時財政対策債・・・地方交付税（国からの支援金）を立て替える市債 

公平 

156

71

223

令和元年度末市債残高

（一般会計）

450億円

通常の市債
臨時財政

対策債

合併特例債

負担なし 

億円 

億円 

億円 
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2３種類ある基金の一つ、「財政調整

基金」は、野田市で最も残高の多い基

金です。 

経済事情の変動で税収が不足する場

合や、災害や大規模事業などでたくさ

んのお金が必要となった場合など、や

むを得ない事情があったときに取り崩

して活用しています。 

今後、老朽化した公共施設の大規模

改修などに備えて、残高目標を約60

億円と定め、貯金に努めています。 

 

 

市も、施設建設など多額な支出に充てるための貯金や、万一の時に備えての貯金を 

しています。市の貯金は「基金」と呼び、野田市には、2３種類の基金があります。

 

 

20.5

22.4

28.5
26.3

35.4 38.7

56.8 57.1

0
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

億円

年度

財政調整基金残高の推移

306 294 277 256 236 214 197 186 171 161 159 159 169 162 156

42 51 59
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66 79 90 99 114 140 158 175 192 205 212 215 219 220 223

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

億円

年度

一般会計の市債残高

通常債 合併特例債 臨時財政対策債



 
 

11   

 

市の財政状況を、様々な指標を使って見てみましょう。 

（１）経常収支比率 

「経常収支比率」とは・・・ 

  

 

 

 

（２）健全化判断比率 

健全化判断比率とは・・・ 

自治体の財政破綻を未然に防ぐために、平成19年に「地方公共団体の財政の健全化に関する法

律」が定められました。自分の世帯（一般会計など）だけの状況だけでなく、影響を受ける子どもの

世帯（下水道事業特別会計など）を含めた状況を見るもので、次の４つがあります。 

①  実質赤字比率   ： 自分の世帯の給与収入などに対する赤字の割合 

②  連結実質赤字比率 ： 自分の世帯の給与収入などに対する赤字（子どもの世帯を含む）の割合 

③  実質公債費比率  ： 自分の世帯の給与収入などに対する借金返済額の割合 

④  将来負担比率   ： 自分の世帯の給与収入などに対する借金の残高の割合 

 

 

 

使い道が自由な収入 

（給与・パート収入など） 

生活費 

（医療費・食費・借金返済など） 
×100 
（％） 

 

①実質赤字比率 －（赤字なし） 11.79％ 20％ 

②連結実質赤字比率 －（赤字なし） 16.79％ 30％ 

③実質公債費比率 5.0％ 25％ 35％ 

④将来負担比率 22.9％ 350％ － 
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％

年度
野田市 千葉県内の類似団体(平均)

比率が高いほど、自由に使えるお金が 

少なく、余裕がないことになります。 

比率は前年度に比べて高くなり、かつ、

県内の類似団体より高い水準であり、 

余裕がない状況です。 

野田市は、 

健全な状態 

なんだね 

類似団体・・・市町村を人口と産業構造の 2要素で分類

し、同じグループに入った団体 
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歳出総額

一般会計の歳出総額と市税収入額の推移を見てみましょう。 

歳出総額は昨年度より11億円増となり、10年前に比べると55億円も増加

しています。市の歳入の屋台骨であり、歳入の中で最も大きな割合を占める市税

収入は、10年前よりほぼ横ばいで推移しており、今後も大幅な増収を見込むこ

とはできません。 

 

市税収入 

今後も、皆さんに必要な新たなサー

ビスを展開するために、平成29年度

から全ての事業を見直し、ムダを省

き、事務効率を上げることで財源を生

み出す作業を続けています。 



 
 

13   

例えば、歳出決算での主な事業は次のとおりです。 

子ども・子育て支援  

・保育所の運営 20億2,729万円 

（委託、補助を含む） 

・学童保育所の運営 ３億５,360万円 

（委託、補助を含む） 

・学童保育所の整備 624万円 

・子ども医療費助成 5億4,061万円 

・子ども支援室 1,302万円 
 

 

 

 

都市基盤の整備 

 ・鉄道高架事業 6億8,207万円 

・野田市駅西口の土地 
区画整理 

３億3,964万円 

・愛宕駅西口駅前広場 
の整備 

4,661万円 

・浸水対策 1億4,930万円 

・道路の改修・維持 10億6,173万円 

・公園 4億9,561万円 

元気に遊んで学べる環境づくりを 

鉄道高架事業（令和 2年 3月時点） 



 
 

 14 

 

その他 
 

・地域生活支援拠点の整備 1,393万円 

・まめバスの運行 1億5,694万円 

・養護老人ホームの運営 9,179万円 

・消防・救急 ４億9,671万円 

 

 

 

 

 

これまで見てきたとおり、野田市は現在、健全な財政状況にはあるものの、経常収支比率は県内

の類似団体に比べて高い水準にあり、決して余力のある状態ではありません。 

一方、社会保障に関係する費用や、公共施設の老朽化対策など、今後、更に歳出が増加すること

も見込まれますので、ムダを省き、事業の優先度・緊急性などを踏まえながら、市民の皆さんのニ

ーズにお応えできるよう、事業を進めてまいります。 

ご理解ご協力をいただきますよう、お願いいたします。 

 

令和2年９月 野田市 企画財政部 財政課 

学校教育の振興 

・小学校トイレ洋式化 1億5,715万円 

・就学援助 1億2,364万円 

・土曜授業 1,862万円 

・子ども未来教室 3,540万円 

・学級事務支援員の配置 1,479万円 

 

 

 

市内を走るまめバス 

中央小学校のトイレ改修 


